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１．自衛官が海外で不幸にも「戦死」した場合に心得ておくべきこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　井上　豊（広島長束教会牧師）
　2017年３月、政府は南スーダンで国連平和維持活動(PKO)に派遣していた陸上自衛隊の施設部隊を撤収させることを決定、同部隊は５月末までに全員日本に帰還しました。安倍首相は記者会見で、「自衛隊が担当する施設整備は一定の区切りをつけることが出来たと判断した」と説明しましたが、実際には現地の治安情勢は悪化の一途をたどっており、ここで自衛官が「戦死」でもすれば、それこそ安倍政権の命取りにもなりかねなかったものと推測されます。結果的に自衛官が南スーダンで殺し、殺されることがなかったのは喜ばしいことですが、私たちはそれで良しとすることなく、そこにいたる過程を検証して、平和な未来につなげていく責任があります。

　政府は2012年１月から南スーダンに自衛隊の施設部隊を派遣、2016年11月には自衛隊の部隊に新しい任務、「駆けつけ警護」を付与しました。「駆けつけ警護」とは、他国部隊やNGO職員が攻撃された際に自衛隊も応戦することで、その場合、自衛官が死亡することも想定しなくてはなりません。政府は早い段階から、その場合の対応を考えていたものと思われます。2016年12月に防衛省は、自衛官が「駆けつけ警護」の任務中に死亡したり、重度障害になったりした場合の弔意・見舞金の最高限度額を現行の６千万円から９千万円に引き上げる決定をしています。

　2003年から行われた自衛隊のイラク派遣の際、派遣部隊は現地に棺を持参していました。元陸上自衛隊レンジャー隊員の井筒高雄氏はこう語っています。「日本武道館を借り切って、総理大臣出席の壮大な国葬を行うことが検討されていたそうです。今後、戦死者が出た場合も、このプランが踏襲される可能性は十分にある。もちろん慰霊の意味もあるでしょうが、戦死者を美化して国威を発揚する側面もあるでしょう。政府は『戦死』をテコに『今の体制が不十分だから戦死者が出た。やはり憲法九条を改正して、国防軍を創設するべきだ』などという宣伝を始めるのではないか。」

　元防衛省幹部で国際地政学研究所理事長の柳澤協二氏は、そもそも戦死という言葉さえ使われないと指摘します。「日本が他国に攻められて個別的自衛権で防衛出動する場合は別ですが、それ以外の戦争は憲法上、しないことになっている。政府としては戦死という言葉は使えず、『公務死』などと表現するのではないか。」（井筒氏と柳澤氏の発言は週刊朝日2015年11月19日号から引用）。

　「戦死」した自衛官を靖国神社で合祀することを望む人がいます。私は合祀にはもちろん反対ですが、靖国神社は共同通信社の質問に答えた文書で、今後戦死した隊員が出た場合でも合祀しないとの見解を明らかにしました（2015年８月14日、中日新聞）。同神社は1976年に国会図書館に提出した資料に合祀基準を明記、合祀対象は戦地と終戦後の外地で戦死した「軍人軍属」や戦闘で死亡した満州開拓団員、旧ソ連・満州などでの抑留中の死亡者ら「準軍属およびその他」としており、現在もこの基準に変わりはないということです。ただこれが将来もそのまま踏襲されるのかどうかは何とも言えません。靖国神社の論理で言えば、南スーダンでの「戦死」者は天皇のために死んだとは見なされないのかもしれませんが、かりにアメリカと北朝鮮の間で軍事衝突が起こり、日本がアメリカに加わって、その結果自衛官が「戦死」した場合はどうなるのかということにもなります。
　どういう場合であれ靖国神社が合祀しないとして、いま一番可能性があるのは東京・市谷の防衛省敷地内の慰霊碑地区(メモリアルゾーン)で慰霊するという案です。

　ただ、ここで考えたいことがあります。「慰霊」という言葉を私たちも何となく使っていますが、これはキリスト教信仰から出た言葉ではありません。仏教的な言葉でもありません。人間が人間の霊を慰めることがあって良いとは聖書のどこにも書いてないのです。私たちがこのことを認めると、しまいには天皇に祈ってもらうことを有り難がることになりはしないでしょうか。

　今回、幸いにして自衛隊の施設部隊は撤収しましたが、今後同じようなことが繰り返されないとは言えません。一番質が悪いのは、死ぬのはあの人たちで自分には関係がないという態度です。そこに現れた思いが、日本国民にとっての同胞である自衛隊員を死地に追いやるのです。

　なお、「戦死」ではないのですが、南スーダンから４月に帰国した自衛官の一人が自殺したことがわかっています。防衛省は「職務との関連性はない」と説明していますが（2017.6.19　 YAHOO! JAPAN ニュースその他）。いずれにしても、私たちにとって、信仰が試される時代が来てしまいました。
２．教会と国家に関する神学的考察　　
　　「近代デモクラシー（基本的人権）思想の底辺にあるもの」　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　川越　弘（日本キリスト教会沖縄伝道所牧師）

この問題を取り上げる動機

　一つは、「西部邁、中島岳志の師弟対談」である。そこでは、

中島：政治的な保守という場合、近代合理主義に対するアンチテーゼとして生
    まれた近代思想の系譜を指す。理性と合致した社会設計をすれば、理想社　

　　会が実現できると考えるが、そこでは人間の理性の完全性を疑う。理性を
　　超えた慣習や良識にこそ、歴史のふるいにかけられた重要な英知があると
　　考える。これが保守のスタート地点である。

西部：さらに付け加えると、国家有機体論にある。社会は植物の有機体のよう
　　に成長したり衰退したりする。そこに人工的な大改革を加えると、有機体
　　が傷つく。個人や集団の知恵ではとらえきれない、長い歴史を有し、複雑
　　で多種多様な関係のある有機体であることを忘れてはならない。…と言う。
　 （「西部邁、中島岳志の師弟対談」から　AERA 2017年4月24日）
  二つ目は、宮沢俊義（「憲法２」有斐閣　1959年)にある。彼は「人権概念が近世に至るまで存在しなかった。古代世界においては『人権の成立史よりは不存在史』と言わざるを得ない。人権概念は近世において成立する。人権は神から与えられたと考えられてきたが、人権が全ての人間に一身専属的に付着しており、奪うことのできない人権を根拠付けるためであった。その目的が達せられたならば、その根拠は神でも自然法でも何でもさしつかえない。人権概念はプロテスタント思想によって強く推進されたが、中世のキリスト教は異教徒の弾圧の例に見られる如く、多くの人権侵害と無視に満ちているし、現在でも南アフリカ共和国の人種差別の例等、キリスト教は人権思想の推進に役立たない。人権概念はキリスト教思想の独占物でなく、宗教を離れて成立し得る」と言う（「近代デモクラシー思想の根源」阿久戸光晴著　聖学院ゼネラルサービス　1998年）。

　私は、「西部邁、中島岳志の師弟対談」で語っている「近代合理（理性）主義に対するアンチテーゼとしての人間の理性の完全性を疑う」に同意する。そして「個人や集団の知恵ではとらえきれない、長い歴史における複雑で多種多様な関係」を重視することにはある程度納得するが、「国家有機体論」に真っ向から反対する。そこにあるのは、「国家無答責」の論理だからである。

　また、宮沢俊義の「人権概念が近世に至るまで存在しなかった。人権概念は近世において成立した」と言う論理にも賛成できない。人権の本質が「人間性」にあるなら、なぜ「人権が近世まで存在しなかった」などということになるのか。「人間性」は古代世界であろうと近世の時代であろうと変わらないはずである。それがなぜある日突然、人権が誕生したのか。人類の歴史と共に人権の歴史も始まっていなければならないはずである。阿久戸光晴は、イェリネックが「私は『人権宣言』の起源をルターにあるとしたのでなく、カルヴァンにある」を主張したことをあげている。私はカルヴァンの主張する聖書の言葉にその根拠を置く。

キリストの二つの支配

　「神は、…キリストを死者の中から復活させ、天において…全ての支配、権威、勢力、主権の上に置…かれた（エフェソ1章20～21節）。神は罪を贖い救済を確立する教会に、世界と人類の統治の中枢を置いた。神のこの世界の統治の仕方は教会と異なるが、この世の権力と教会との関係に関して言うならば、神が御言葉と御霊に生きるように摂理をもって教会の外から治めておられるのである。さらに「人は皆、上にある権威に従うべきである。神に由来しない権威はなく、今ある権威は全て神によって立てられた」（ローマ13章1節）とある。神の権威とは、政治家が、民衆（教会を含む）の信仰の自由と人権と自由と生活と福祉を擁護するという普遍的公正さを、神から委託を受けている権威である。
近代デモクラシー（基本的人権）思想の底辺には、宗教改革の抵抗権がある

　宗教改革者カルヴァンとその後継者ド．ベーズは、権力者が神の摂理によって与えられた統治権力を、私利私欲に固められた国家権力として民衆を従わせ、偶像礼拝を強制するならば、キリスト者は神の栄光のためにその権力者に対して抵抗運動を行うことを容認した（カルヴァン著「キリスト教綱要」第4編 第20章30～31、渡辺信夫訳 新教出版社2009年、ド．ベーズ著「抵抗権の源泉」ⅻ・ｐ１～P105 日本基督教会靖国神社問題特別委員会1986年）。彼らは「人間に従うよりは、神に従うべきである」(使徒５章29節)の言葉に励まされて、キリストに従うために抵抗した。ここから国家と信仰（教会）の分離が生じ、自由権、基本的人権が生じる結果となった。

　宗教改革が起きた時代は、皇帝と貴族と90％以上の庶民の社会構成であった。この少数の支配層者は権力をほしいままにしていた。それを精神的に支えていたのは、ローマ教会である。ローマ教会は、教会に権威を持つ教職者ヒエラルキー階級社会であり、教会ミサによって信仰者に黙従信仰を勧めていた。このローマ教会が、社会構成の核となっていた。それに対して改革派教会（Reformed）は、 聖書に権威があるとした。

フランス改革派教会

　フランスのプロテスタントは、ユグノー（物乞い…ローマ側のつけた蔑称）と呼ばれ、17世紀ではフランスの人口2千万人に対して、200万人存在したと伝えられている。フランスのカルヴィニストの政治的な訴えの主たる要件は、宗教的寛容（プロテスタント礼拝の要求・信仰の自由獲得）であった。フランス人でありカルヴィニストであることは、決してフランス王権に不忠実であることを意味しなかった。ところが、1560年5月に起こったアーボーワーズの陰謀によって、1200名におよぶユグノーが絞首刑に処せられた。カルヴァンは、武器をもって戦うことを厳しく否定したが、ユグノーたちは武器をもって戦いに応じた。悲惨な事件は、聖パーソロミュー大虐殺であった（1572年）。フランス王やローマ教皇に不満を抱いていた王や貴族は、ユグノーを味方にして戦争を起こし、1562年～1598年のナントの勅令まで悲惨な殺戮が相次ぎ、1700年 ルイ14世によってユグノーは敗北に終わった。

　ユグノーの教会、すなわちフランス改革派教会は、苦難の時を経験したが、ヨーロッパの教会の歴史の中において重要な時期となった。ユグノーの人々は、迫害という厳しい状況に直面しながらも、神の言から勇気が与えられ、全ての事柄に明確に熟考し、直面する課題と真剣に取り組み、改革主義の教会形成を決断し、「荒野の教会」として受け入れた。彼らはもろもろの森に集まり、持ち込んだ応急の折りたたみの説教台から説教を聞いた。それによって、どんな状況にあっても主の言葉に聴従すべき証しをした。また、留置所の壁に「抵抗！」(Resisten！)と刻んだマリー・デュランのように、その信仰のゆえに長年（30年以上）に渡って城壁の塔に閉じ込められ、牢獄の中で耐え抜ぬいた。鎖につながれてガレー船の漕ぎ手として奴隷的に使役され、子供たちを奪われ、郷里から追放され、殺害されもした。そうした一切を彼らは耐え忍んだ。教会が神の言によって新たにされ、キリストの教会であることを真剣に受けとめたのである（「改革派教会」エーバーハルト・ブッシュ著  池永倫明訳　いのちのことば社　2017年　P22,23）。
　フランス改革派教会は、カルヴァンの指導を受けて、聖書の「使徒行伝」や「書簡」を根拠にして教会を建設した。「フランス信仰告白」を基にし、キリストの統治に従って牧師・長老・執事の務めを成し、各個教会の平等性と、牧師・長老の平等による会議制をもって、信仰共同体を形成した（フランス信仰告白第二十九～三十一条）。また、信仰義認と聖化の教理を保持して人権感覚と自由権が養われ（第二十～二十五条）、教会と国家との分離が確立された（第三十九，四十条）。彼らは「教会権自律」の原則に徹し、「小会」・「地区会」・「全国大会」の会議制を実行した。教会の権利と世俗の権利、市参事会と長老会の混同・融合は許されず、しかも不可分でなければならないとした（「総説キリスト教史２宗教改革編」日本キリスト教団出版局p139～142）。

　ユグノーの闘いは宗教戦争と言われているが、実際は、プロテスタント礼拝の権利獲得運動であった。彼らは、神に従う義務が人間の支配者に従うどんな義務よりも上位に置かれるべきであるとした。
近代デモクラシーに移行…神の名が消えて人権と自由と平等が残った

　こうした経験は、封建主義から近代デモクラシーへと移行する重要な転換点を印付けるものであり、フランス政治の舞台に新しい重要な理論が展開されることになった。長いローマ教会とプロテスタントの戦争によって、民衆の教会離れが起こり、世俗の形態においてフランス啓蒙主義が浮上して、近代化が始まった。信仰の自由獲得の抵抗権運動はキリスト教信仰と結びついていたが、近代では信仰が不在になって、形だけが存在した。カルヴァン主義的無神論が、西洋文化に影響を与え、神がなくなり人権だけが残ったのである（「カルヴァンの生涯下P253」…西洋文化はいかにして作られたか…マクグラス著　芳賀力訳　キリスト新聞社　2010年）。ジャン・ジャック・ルソーの「共和国論」では、神学的なものを取り去って、人権という視点から「16世紀のジュネーブこそが共和国のモデルである」と宣言した。こうして16世紀のカルヴァンのジュネーブは、18世紀のフランスの可能性の潜在力を秘めた力強い理論となったのである（同著P120）。

　　

３．「平和」について
　　－福音書における主イエスのお言葉を巡っての一考察－
　　　　　　　　　　　　　　　　　篠塚予奈（東京告白教会牧師）
　復活の主イエスが弟子たちに御自身を現わし告げられた第一声は、「あなたがたに平和があるように」(ヨハネ20：19)であった。この平和を、主イエスは、十字架におかかりになり死なれる前に、弟子たちに既に与えておられた。「わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。わたしはこれを、世が与えるように与えるのではない」(ヨハネ14：27)。「これらのことを話したのは、あなたがたがわたしによって平和を得るためである。あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている」(ヨハネ16：33)。弟子たちが主イエスから賜る平和は、世に対する勝利者であられる主イエスの平和である。これは、主イエスの十字架の死に基づいており、主イエスの復活に裏付けられている。そして復活の主イエスは、弟子たちにもう一度、「あなたがたに平和があるように」と宣言されてから、派遣の命令をお与えになった。「父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす」。この弟子たちに、主イエスは聖霊をお与えになった。「そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。『聖霊を受けなさい』」(ヨハネ20：21－22)。聖霊により弟子たちと共におられる主イエスその方こそが平和であられる。主イエスが、この平和をお与えになった時、弟子たちは「ユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の戸に鍵をかけていた」(ヨハネ20：19)。主イエスの平和は、最初、このような状態であった弟子たちに与えられた。弟子たちを慰め、力づけ、立ち上がらせた。さらにこの世に派遣される弟子たちに力となったのである。
復活の主イエスが、使徒たちから、御自身の教会を、福音宣教のため全世界へと派遣しておられるが、これに先立ち、最初の十二人の弟子たちを、イスラエルに、とりわけその「失われた羊のところへ」と派遣しておられた。「天の国は近づいた」と宣べ伝えるよう派遣しておられた。そこで主イエスは、弟子たちが町や村に入りふさわしい人を見つけ旅立つまでその家に留まるように、その所で何より先ず、「平和があるように」と挨拶し、祈るべきことを指示しておられた。(マタイ10：5－15参照)。この平和を巡って、主イエスは、特に告げておられる。「家の人々がそれを受けるにふさわしければ、あなたがたの願う平和は彼らに与えられる。もし、ふさわしくなければ、その平和はあなたがたに帰ってくる」(マタイ10：13)。福音宣教に派遣された弟子たちは、主イエスの平和を、その派遣された所にもたらすことが出来るのであり、もたらすべきであり、それを何より、主に祈り、願うべきものである。これは、復活の主イエスにより、聖霊を賜り、今や、全世界へと派遣されている弟子たち、教会、今のわたしたちにも全く同じである。そのようなわたしたちには、また主イエスの「さいわいである、平和をつくり出す人々は。彼らは神の子と呼ばれるからである」(マタイ5：9、私訳)との祝福も与えられている。わたしたちは、主イエスにより神の子であるのだから、平和を祈り、造り出すことも出来るのである。それで、主イエスの平和をもたらすべく弟子たち、わたしたちは、主イエスにより、全世界へと、世の終わりまで(マタイ28：20)派遣されている。そこで、賜っている主イエスの平和をもたらすということが、わたしたちの福音宣教の特に実質であり、証しとなると示されているのである。　　
４．古代の朝鮮半島と日本　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粂　広国（大和教会牧師）
　他国を理解するためには、その国の歴史を知らねばならない。特に朝鮮半島は、古代から倭国と深い関わりを持っていた。倭国は鉄を手に入れるため、朝鮮半島最南部の鉄の産地・加羅と深い関係をもっていた。朝鮮半島は三国（高句麗・百済・新羅）時代を迎え、高句麗と百済がしのぎを削っていた。高句麗の領土は、現在の北朝鮮から中国東北部の寒い土地だったので、温暖な半島南部に領土を拡げるようとした。高句麗が南下を始めた4世紀初頭、百済13代近肖古（クンチョゴ）王は高句麗を撃退し、仏教を導入、4世紀末に全盛期を迎えた。高句麗の広開土（クァンゲド）王は百済に征服された領地を奪還した。倭国とも戦った事績を記す「広開土王の石碑」がある。5世紀前半になると倭国は新羅との交流が盛んとなり、倭国では河内に仁徳天皇陵などの巨大古墳が造られた。背後には新羅との友好関係があったとされる。5世紀後半になると、最初の専制君主とされる雄略が大王（おおきみ）となった。彼は倭国の大王として初めて中国から国家と認められ、「安東大将軍」の称号を得た。百済は高句麗への対抗上、倭国と手を結び、倭国も512年以降百済を中国文化の窓口として、仏像・僧侶・儒学者・易学者・医師・薬師・音楽家等を渡来人として受け入れ、飛鳥文化を花開かせた。7世紀高句麗が隋の侵略も撃退し、隋は滅んで唐が出現する。倭国では645年に乙巳の変が起る。百済との関係を重視する蘇我氏と唐・新羅との関係を重視する中大兄（なかのおおえの）皇子と対立が政変に繋がったとされる。
唐は高句麗との戦いに苦戦したが新羅と手を組み、660年に百済を滅ぼす。百済王は倭国に王子の一人を送っていたため、倭国は百済滅亡後王子を盛り立てて百済再興のため朝鮮半島に派兵したが、663年「白村江の戦い」で、唐・新羅連合軍に惨敗し、撤退する。この戦いは7世紀東アジア最大の国際戦争で、倭国のその後の歴史の転換点となっていく。白村江の戦いを指揮した中大兄皇子は敗戦後即位して天智と称し、百済からの亡命者を大津周辺に住まわせ、彼らの文化・技術を重用した。668年に高句麗も唐・新羅連合軍に敗れ滅んだ。天智の死後起きた「壬申の乱」で勝った大海人（おおあまの）皇子は天武天皇となる、それ以降日本の支配者は「大王」ではなく「天皇」の称号を使うようになった。倭国は8世紀、唐の律令制度を取り入れて天皇制国家と成っていく。
私たちは日韓の歴史を古代から辿ることで隣国を正しく理解し、再び戦争の過ちを繰り返すことないようにしたい。また天皇制の歴史も知り、創造・救い・完成の御業を通して父・子・聖霊なる三位一体の神が、歴史の真の支配者であることを宣べ伝えていかなければならない。
（編集後記）
　日本キリスト教会の靖国神社問題委員会は各委員が毎年、靖国神社問題とそれに関連する諸問題を研究し、意見交換を行っております。その概要をここに発表いたしました。不十分なところがあるとは思いますが、少しでも皆様のお役に立つことができるならば幸いです。    　　　　　　　（2017年11月　井上　豊）　　　　　　　
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